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「ゲルニカ」の影一飛行機 と 『誰がために鐘は鳴る』

平 井 智 子

1.は じめ に

ア ー ネ ス ト ・ヘ ミ ング ウ ェ イ(ErnestHemingway)の 『誰 が た め に鐘 は

鳴 る』(ForWhomtheBellTolls,1940)の 時 間 的背 景 は、1937年5月 最

後 の 土 曜 日 か ら翌 週 の 火 曜 日 と な って い る。 ゲ ル ニカ爆 撃 は、 この 日付 か ら

約1ケ 月 前 、1937年4月26日 に起 こ った。 反 乱 軍 を 支 援 す る ナ チ ス ・ ド

イ ッ は、 ユ ンカ ー機 、 ハ イ ンケ ル機 か らな る コ ン ドル軍 団 を この バ ス ク地 方

の古 都 に送 り機 銃 掃 射 と爆 撃 を行 い、 当 時 人 口 約7,000人 の う ち1,654人

が 死 亡 した とさ れ る。1ゲ ル ニ カ爆 撃 は、 「眼 差 しを欠 いた 『死 の大 量生産 』 一

見境 い の な い攻 撃 と機 械 化 され た殺 人」(前 田 、262)に 結 び つ く集 中 爆 撃

戦 術 の先 駆 けで あ った 。 当 時 の ゲ ル ニ カ市 長 に 「言 語 に絶 す る この悲 劇 を、

的 確 に描 写 す る こと な ど不 可 能 で あ る」(ト マ ス、 モ ー ガ ン=ウ イ ッ ッ、v)

と言 わ しめ た こ の事 件 を 描 い た パ ブ ロ ・ ピ カ ソ(PabloPicasso)の 絵 画

「ゲ ル ニ カ」(Guernica,ZervosIX,65、1937、 ソ フ ィ ア王妃 美術 セ ン ター

蔵)は 、 「核 戦 争 時代 、 人類 を脅 かす 運 命 を予 言 す る未 来 図 」(ジ ャ ン ソ ン、

685)と も いわ れ て い る。

ゲ ル ニ カ の爆 撃 当 日、 ヘ ミング ウ ェ イ は スペ イ ンに滞 在 して い た。 しか し

この 時 は グ ア ダ ラマ 山地 へ10日 間 の 取材 旅 行 に 出 か け て お り、 ゲ ル ニ カ 爆

撃 にっ いて の記 事 の フ ァイ ル も残 して お らず 、 ゲ ル ニ カ爆 撃 に言 及 した外 電

をNANA(NorthAmericanNewspaperAlliance)に 送 る こ と も な か っ

た 。 ジ ェー ムズ ・R。 メ ロー(JamesR.Mellow)は この事 実 を"acurious

omission"(495)と 考 え る。 の ち にヘ ミン グ ウ ェイ は、 フ ァ シス トに よ る ゲ
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ル ニ カ爆 撃 の隠 蔽 を 激 しく非 難 して い るか らで あ る。 お そ ら くヘ ミン グ ウ ェ

イ はゲ ルニ カ爆 撃 に 大 きな衝 撃 を 受 け、 また、 ピカ ソの 「ゲ ル ニ カ」 を 強 く

意 識 して い た の で はな いだ ろ うか。 「ゲ ル ニ カ」 は1937年 の5月 か ら11月

に か け て 開催 され た パ リ万博 の ス ペ イ ン館 入 ロ ホ ー ル に展 示 され たが 、 この

ホ ー ル の奥 に連 な る野 外 講 堂 で は ヘ ミン グ ウ ェイが 製 作 に関 わ っ た ドキ ュメ

ンタ リー映 画 『ス ペ イ ンの大 地』(TheSpanishEach,1937)が 上 映 さ れ

て い るQ

2.死 の 使 者 と して の飛 行 機

ゲ ル ニ カ を襲 った ハ イ ンケ ル機 や ユ ンカ ー機 は、 『誰 が た め に鐘 は 鳴 る』

に も登 場 す る。 ロバ ー ト ・ジ ョー ダ ン(RobertJordan)が ゲ リ ラ隊 に合 流

した翌 朝 、 ジプ シー の ラ フ ァエ ル(Rafael)の 言 葉 を借 りれ ば"airplanes

ofaquantitytokillusbacktoourgrandfathersandforwardtoall

unborngrandsonsincludingallcats,goatsandbedbugs"(85)と い

うほ ど の多 数 の敵 機 が 飛 来 し、 ゲ リラ た ち は恐 怖 にか られ る。 ジ ョー ダ ンは

"Hereisaconcentrationofplaneswhich
meanssomethingverybad."

と考 え 、 マ リア(Maria)は 飛 行 機 を 「死 」 そ の もの と見 る。 カ ー ロ ス ・ベ

イ カ ー(CarlosBaker)は 、 ゲ ル ニ カ爆 撃 に も言 及 しっ っ 、 空 を 飛 ぶ と い う

動 きや3を 編 隊 の基 本 とす る数 が 魔 女 の姉 妹 を連 想 させ る と指 摘 しな が ら、

この作 品 に お いて飛 行機 が邪 悪 な 力 の シ ンボル とな って い る と分 析 す る。

ヘ ミ ング ウ ェ イが 飛行 機 に死 の 象徴 と い う役 割 を担 わ せ て い た こ とは、 主

人 公 ハ リー(Harry)の 死 が 飛 行 機 の幻 覚 と と もに訪 れ る 「キ リマ ン ジ ャ ロ

の 雪 」("TheSnowsofKilimanjaro,"1936)に も明 らか で あ る。 さ らに

は、 ヒ ロイ ンの 息子 が飛 行機 事 故 で死 亡 した とい うエ ピ ソー ドや 、 同僚 のパ

イ ロ ッ トが列 車 を機 銃掃 射 す る回 想場 面 が あ り、 飛 行 機 は不 吉 な死 の使 者 と

して機 能 して い る。 また 、 ヘ ミ ング ウ ェ イが スペ イ ンか らNANAに 送 っ た

外 電("Hemingway'sSpanishCivilWarDispatches,"1937-38)に は、
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死 の鳥 ハ ゲ タカ に例 え られ た ・・イ ン ケ ル の姿 が 描 か れ て い る。"Aheadof

usfifteenHeinkellightbombers,protectedbyMesserschmittpursuit

planes,swungroundandroundinaslowcirclelikevultureswaiting

forananimaltodie."(80)

何 千年 に もわ た る飛 行 へ の 挑戦 と失 敗 を 考 え れ ば 、20世 紀 初 頭 に お け る

飛行 機 の実 用 化 は驚 異 的 に短 い期 間 に な さ れ た とい え る。 ウ ィル バ ー ・ライ

ト(WilburWright)と オ ー ヴ ィル 。ライ ト(OrvilleWright)が260メ ー

トル の飛 行 に成 功 した の は1903年 で あ るが 、 第 一 次 大 戦 の軍 用 開 発 を経 て、

1927年 に に チ ャー ル ズ ・リン ドバ ー グ(CharlesLindbergh)が 無 着 陸 大

西 洋 横 断 に成 功 して い る。 そ して1930年 代 な か ば、 実 際 に戦 局 を 握 る ま で

の 威 力 を もっ 戦 闘 機 が 開 発 され る よ うに な り、 スペ イ ン内戦 は ドイ ツ、 イ タ

リア、 ソ連 の最 新 兵 器 で あ った戦 闘機 や 開発 中 にあ った航 空戦 略 の恰 好 の実

験 場 と され た。 ヘ ミ ング ウ ェ イ も空軍 が戦 局 を握 る要 とな る と考 え て い た こ

とが、NANAへ の通 信 文 か ら うか が われ る。 た だ し 『誰 が た め に鐘 は鳴 る』

か ら 「ゲ リ ラe非 文 明 」 対 「飛行 機=機 械=文 明」 とい う図式 を導 き出 す の

は短 絡 的 す ぎる。 ジ ョ ン ・J・ チ ュ ー ニ サ ン(JohnJ.Teunissen)は 「ゲ

リラた ちが 機 械 に対 し原 始 的 で 臼然 崇拝 に 近 い 反 応 を して い る例 が 多 くみ ら

れ る」(229)と 指 摘 す る。 ピ ラー ル(Pilar)の"thebadluckbird"(319)

と い う言 葉 が 代 表 す る よ うに、 ゲ リラた ち は飛 行 機 を 有機 的 な存在 と と らえ、

ジ ョー ダ ンで さ え飛 行 機 を鮫 とい う生物 に な ぞ らえ て い る。

戦 争 の様 相 を変 化 させ た1930年 代 の航 空 戦 力 の 実 用化 は、 飛 行 機 製 造 技

術 の発 展 と同時 に、 新 しい 戦 略 爆 撃 の 思 想 に支 え られ て い る。1921年 に

『制 空 権』(TheCommandoftheAir)で 空 軍 の 戦 略 理 論 を 展 開 した イ タ

リアの ドゥ ー工 将軍(GiulioDouhet)は 、 民 間人 を含 め全 国 民 が 戦 争 の危

険 に曝 さ れ る こ とに な る と予 見 した。 荒 井 信 一 に よ る と、 ゲ ル ニ カ 爆 撃 前後

の再 軍 備 期 に お け るア ドル フ ・ヒ トラ ー(AdolfHitler)の 明 白 な 目 的 の ひ

とっ は、 空 軍 力 を テ ロ(恐 怖)の た め に利 用 す る こ とで あ っ た。 ジ ョー ダ ン
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が作品中で分析 しているように、飛行機は物理的な攻撃の手段であると同時

に心理的な威嚇の道具として使用されている。 ヘミングウェイがマ ドリッ

ドの無差別爆撃で実感 したように、スペイン戦争期からすべての人民が空か

らの爆撃により突然惨殺される可能性が生 じ、非戦闘員 と戦闘員の境界は曖

昧になり、戦場の範囲は大きく拡大 した。第一次大戦以前の戦線からの距離

により危険度を予測する安全性の尺度は無効になったのである。

3.飛 行機 の魅 惑

こ こ まで は死 の シ ン ボル と して の不 吉 な飛 行 機 の存 在 を 考 察 して き た が 、

飛 行 機 が人 間 を激 し く魅 了 す る こ と も忘 れ て はな らな い。 飛 行 機 へ の恐 怖 と

憧 れ が混 在 す る感 情 の例 は 『誰 が た め に鐘 は鳴 る』 に多 く見 られ る。例 え ば、

野 原 で 愛 しあ った後 、 ジ ョー ダ ン はマ リア に"Wecouldtakethyhappi-

nessinaplane."(173)と っ ぶ や く。 また 、 ジ ョー ダ ンの敵 機 を も含 む飛

行 機 へ の賛 美 は、 傷 を負 って死 を待 つ 間 に最 も顕 著 に表 明 さ れ る。"It'sall

true.Thewaytheplanesarebeautifulwhethertheyareoursor

theirs.Thehelltheyare,hethought"(499)

飛行 機 に よ る魅 了 は、 作 戦 開 始 直 後 自軍 の 戦 闘 機 を誇 ら しさの あ ま り陶然

と見上 げ る ゴル ッ(Golz)の 姿 に最 も鮮 明 に描 か れ て い る。 この 場 面 で は、

飛 行機 が、 こ こま で禁 欲 的 な男 と して描 か れ て い た指 揮 官 の 理 性 を も骨 抜 き

に しな が ら、 圧 倒 的 な魅 力 で人 間 を幻 惑 し軍 事 的 な決 定 を左 右 す る意 志 を超

越 して い くさ ま が表 現 され て い る が、 『誰 が た め に 鐘 は鳴 る』 に 登 場 す る飛

行 機 の 多 くは、 この個 所 の もの と同様 に空 の高 みで 光 輝 く姿 を描 か れて い る。

His eyes, watching the planes coming, were very proud. He saw 

the red wing markings now and he watched their steady, stately 

roaring advance. This was how it could be. These were our 

planes. They had come, crated on ships, from the Black Sea
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through the Straits of Marmora, through the Dardanelles , 

through the Mediterranean and to here, unloaded lovingly at 

Alicante, assembled ably, tested and found perfect and now 

flown in lovely hammering precision, the V's tight and pure as 

they came now high and silver in the morning sun to blast 

those ridges across there and blow them roaring high so that we 

can go through. (458)

飛 行 機 に対 す る賛 美 は ヘ ミング ウェ イ の他 の作 品 に も見 る こ とが で き る。

「キ リマ ン ジ ャロの雪 」 で は飛 行 機 は死 の使 者 で あ る と同 時 に救 済 の表 象 と

もみ な しえ る。 ハ リー は幻 の飛 行 機 に乗 り、 動 物 た ち の駈 け る美 しいア フ リ

カ の大 地 を 眺 め、 「神 の館 」 と呼 ば れ る 「偉 大 で、 高 く、 信 じ られ な い ほ ど

白 い」(76)キ リマ ンジ ャロ の頂 上 を 目指 して い く。 こ の よ う な 超 越 と して

の死 が 飛 行 機 で の飛 翔 と して 描 か れ て い る こ と に留意 した い。 空 と い う未 踏

の領 域 へ の進 出 は非 現 世 的 な幸 福 と特権 を与 え て くれ る よ う にみ え る。 長 年

にわ た る人 類 の空 へ の 憧 れ を現 実 化 した 飛行 機 に対 す る当時 の人 々 の熱 狂 は、

リ ン ドバ ー グ が破 格 の 英 雄 と して 崇 拝 され た こ と によ く表 れ て い るが、 当時

のパ イ ロ ッ トは リン ドバ ー グ ほ どで はな いに して も特 権 的 な地 位 を与 え られ

て い る。 この こ と は、 「戦 い の前 夜 」("NightBeforeBattle,"1969)に お

け る戦 車 兵 とパ イ ロ ッ トた ち との対 比 に描 か れ て い る。 ま た、 『エデ ンの 園』

(TheGardenofEden,1986)の 主人 公 の前 歴 は空 軍 パ イ ロ ッ トで あ るが 、

彼 が 自分 の失 わ れ か け た男 性 性 を 喚起 しよ う とす る際 に、 飛 行 機 にっ いて の

想 像 を よ り ど こ ろに しよ う とす る場 面 が あ る。

4.飛 行機 と神の視点

飛行機の実用化はこれまでにない風景を出現させ、地理的感覚に大きな変

化をもたらした。はじめて飛行機に乗 り地上を俯瞰する者の多 くは、高揚 し
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た感覚を体験する。飛行は、神の視点の経験である。古 くから空を飛ぶもの

は神を脅かす悪魔とみなされ、飛行する人間はイカロズ(Icarus)の ように

罰された。 しかし、航空技術の飛躍的発展は、そのような禁忌を無効 にし人

間が神の領域に到達 しえるか もしれないという幻想を生んだ。 ベル トル ト・

ラゥファー(BertholdLaufer)の 「空を飛ぼうとする意志は征服 しようと

する意志 に等 しい」(7)と いう言葉か らも分かるように、飛行 による空か

らの眺望の獲得は支配の象徴的行為といえる。2

飛行機がもっとも神性を発揮するのは、山々を越えるときである。 「キ リ

マンジャロの雪」に描かれるように山は神の象徴であり、飛行機がどんな高

い峰をも越えていくとすれば、20世 紀初頭、人間は文字 どおり神よ りも高

い位置を獲得 したことになる。ヘ ミングウェイ自身 もスペイン戦争中に山々

を超える飛行機の姿を賛美、畏怖 し、 また、逆に飛行機に乗 って雪を戴 くピ

レネー山脈を越えスペインの大地を見下ろして神の高みと視点を体験 してい

る。 ジョーダンと同様 に作家 は 「信 じがたい速度で山々を越えてい く」

("Hemingway'sSpanishCivilWarDispatches,"76)敵 機 の姿 に賞賛の

念を禁 じ得ない。

飛行機の視点と神の視点の類似は、広い眺望をもちながらも地上の微細な

ものにまで目を配ることがで きるという点にもうかがわれる。3ナ チス空軍

はゲリラたちのような地上の微弱な存在も見逃さず容赦ない攻撃を加える。

この万能の視点が飛行機の神性かっ悪魔的な性質をさらに裏付ける。敵機が

秘蔵の馬を見っけたかもしれないというパブロの心配は、ジョーダンが言 う

ほど的はずれな ものではない。 そして、 わずか6名 のエル ・ソル ド(E正

Solde)隊 は山上で徹底的な機銃掃射を受け壊滅するのであるが、爆撃の中

で懺悔の言葉を くりかえしながら倒れるホアキン(Joaquin)少 年の視点か

ら描かれるソル ド隊の最期は、さまざまな死の描写に満ちているこの作品の

中でもとびぬけて壮絶な死の様相 として表現 されている。 この場面で読者が

読み取 る強烈な恐怖 と嘆 きは、「ゲルニカ」を見る人が受 ける衝撃 に似てい
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る の で は な い だ ろ うか。 こ こで は、 飛 行 機 か らの攻 撃 が神 の坐 で あ る山上 に

対 して な さ れ る とい う象 徴 性 に も 目を とめ た い。

ス ペ イ ン内 戦 で ヒ トラ ー は空 を 制 し自陣 の優 位 を徹 底 的 に示 そ う と した。

これ はス ペ イ ン反 乱軍 勝 利 のた めの布 石 とい う よ り も、 ヒ トラ ーを神 とい た

だ くナ チ ス ・ドイ ッの 威 信 を全 世 界 に知 ら しめ る ため のデ モ ンス トレー シ ョ

ン と考 え られ る。 ジ ャ ン=ル イ ・フ ェ リエ(Jean-LouisFerrier)は 、 ゲ ル

ニ カ 空爆 は 「自 らを崇 拝 させ 、 神 の坐 を僭 奪 した ヒ トラ ー の狂 気 の世 界 を指

し示 して い る。」(94)と 述 べ る。 「ゲ ル ニ カ」 に は電 灯 を中 心 に 持 っ 太 陽 の

目が 描 か れ て い るが 、 これ は飛 行 機 の 実用 化 に よ って 出現 した邪 悪 な 神 の 眼

で は な いか 。 こ の眼 は地 上 を くま な く見渡 し、 そ の光 に よ って す べ て を 照 ら

し出 す。4も はや 、 隠 れ場 所 とな る闇 や 閉 じられ た 空 間 は存 在 しな い。 ヒ ト

ラ ー は こ の よ うな飛 行 機 の威 力 を もち いて 神 に な ろ うと した。 ナ チ スの プ ロ

パ ガ ン ダ映 画 で あ る レ ニ ・ リー フ ェ ンシ ュ タ ー ル(LeniRiefenstahl)の

『意 志 の勝 利 』(TrimphdesWillens,1935)は ・「ヴ ァー グナーの音楽 に乗 っ

て、 ヒ トラー を載 せ た飛 行 機 が雲 間 か ら現 れ 、 ニ ュル ンベ ル クの町 に、 ま さ

し く神 の ご と く降 臨す る神 話 的 な場 面 か ら始 ま る」(田 代 、252)。

5.橋 を越える飛行機

『誰がために鐘 は鳴る』の中にみられる飛行機の象徴性を再考してみたい。

飛行 機 が作品 中 に初 めて 出現す るの は、 ジ ョー ダ ンとア ンセ ル モ

(Anselmo)が 爆破予定の橋を偵察 しているとき3機 の偵察機が、「信 じられ

ない速度で」(40)夕 方の空を横切っていく場面である。ジョーダンは敵機

であることを認識するがアンセルモにそれを伝えることはなく、アンセルモ

は味方のソ連軍機と誤解 したまま、強い空軍がっいているので共和国は勝っ、

と述べ る。不吉な誤解である。 この時の飛行機 は、残照の中に銀色の姿を見

せ、その存在の優越を見せっけている。一方、日の暮れた谷間に腹這いになっ

ているジョーダンたちには、 もはや太陽の光は届かない。光ある空を行 く飛
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行機と暗い地にふせる人間、初めての飛行機の登場場面におけるこの対照的

な配置には注 目すべきであろう。

小林昌廣は、ヘ ミングウェイの登場人物の横たわる姿勢を 「〈死〉 にっ

ながることは明白だ」(205)と 論 じる。「誰がために鐘は鳴る』はロバート・

ジョーダンが横たわる姿勢で文字通り死を待ちなが ら幕を閉 じるが、作品の

冒頭で も主人公が横たわる姿勢をとっている。 ピラールの占いを待つまでも

なく、ジョーダンの死は冒頭で予言されているといえる。 この不吉な可能性

を顕在化させるように、死の使者である飛行機が頭上に現れるのである。

ところで、 ジョーダンの任務は、峡谷にかかる橋を爆破 し敵の進路を遮断

することであった。ベィカーの 「橋を中心 にした幾重 にもなる円環構造」

(245)やA・ ロバー ト・リー(A.RobertLee)の 「過去 と現在、 アメ リ

カとヨーロッパを結ぶ 「夢の橋』」(:'・1)と いう解釈に明 らかなように、

橋の存在が作品の展開の中心になっており、橋の爆破をジョーダンの存在意

義とみなしても差 し支えない。 しかし、ここで飛行機の存在が大いに気になっ

てくる。爆破が成功 しようとも、敵機はやすやすと壊れた橋のかかる渓谷を

越えるであろう。 もちろん、陸上輸送による敵の軍隊や物資の進路は断たれ、

戦局に影響を与えることは間違いないのであるが、 ジョーダンの行動規範と

なっている彼の祖父が戦った南北戦争時のように敵のすべての進路を遮断す

ることは不可能であり、戦線の意味は過去のものとは大きく変化 している。

飛行機の機能が限られ、塹壕線を中心としていた第一次大戦時と比較 しても、

橋の爆破の重要性は減少 している。横たわり死を待ちなが ら、敵の騎兵に銃

口を向ける直前、最後にジョーダンはあらゆるものを見回 した後で空を見上

げる。

6.ゲ ルニカの影

ゲルニカ爆撃が 『誰がために鐘は鳴る』で語 られることはない。 しか し、

戦略爆撃への恐怖は作品中に確実に存在する。ジョーダンがは じめてパブロ
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に会 った と き、 パ ブ ロ は死 へ の 恐怖 か ら リー ダ ー と して の役 割 が遂 行 で きな

くな って い た。 しか し、 彼 が リー ダ ー と して 活 躍 した 列 車 爆 撃 は前 月 の4

月 で 、 そ の 間 わ ず か1ケ 月 あ ま り しか 経 って い な い 。 短 い 時 間 で 何 が パ ブ

ロを 変 え て しま った の だ ろ うか 。 この 列 車 襲 撃 で 指 揮 を と っ た カ シ ュ キ ン

(Kashkin)の 死 亡 が そ の10日 後 で か っ4月 中 と な っ て い る と ころ か ら、

列 車 襲 撃 は4月26日 の ゲ ル ニ カ爆 撃 以 前 に あ た る と推 測 され る。 直 接 言 及

され る こ と は な い が、 フ ァシ ス ト軍 機 に よ る ゲ ル ニ カや そ れ に先 立 っ ドゥ ラ

ンゴ の戦 略 爆 撃 が ス ペ イ ン人 民 に与 え た衝 撃 と恐 怖 は、 パ ブ ロ の急激 な虚 脱

状 態 と して か す か に現 れ なが ら表面 下 で は重 要 な影 響 と して 働 いて い るの で

は な いだ ろ うか。5

パ ブ ロ は、 当初 か ら作 戦 が失 敗 す る可 能 性 の高 さ を見 抜 くと同 時 に、 作 戦

遂 行 後 彼 らの 行 き場 所 が な い こ とを 悟 っ て い た 。"lftheyknowweare

hereandhuntforuswithplanes,theywillfindus."と 、 パ ブ ロ は語

る。 飛 行 機 の偏 在 す る空 の下 、 地 を行 く者 た ち に そ の視 線 を避 け る場 所 は ど

こ に もな い 。 ピ ラー ル の"Inmountainsthereareonlytwodirections.

Downandup,anddownleadsonlytotheroadandthetownsofthe

Fascists."(104)と い う言 葉 に、 ベ イ カ ー は"Andup,onemightadd,

leadstotheforeignbombers,assaultingeventhehighestandloneli-

estpeaks."(258)と 続 け、 ヘ ミン グ ウ ェイ が これ ま で の作 品 の 中で も希 求

した 山 間 の サ ン クチ ュ ア リは フ ァ シス トの戦 闘機 の脅 威 に さ らさ れ、 もはや

閉 じられ た 空 間 で はな くな った と指 摘 して い る。 「ゲ ル ニ カ 」 に表 現 さ れ た

空 間 も、 「太 陽 の よ うな 目、 虹 彩 と して の電 球 、 闇 を照 らす ラ ンプ と い っ た

光 源 が 照 らす よ う に、 夜 で もあ れ ば 昼 で もあ る。 第二 に、 場 面 は家 の 中 で も

あ れ ば外 で もあ る」(128)と す る荒 井 の解 釈 に 明 らか な よ う に 、 闇 や 屋 内

と い う逃 げ場 の な い殺 戮 の 場 で あ る。 トマ ス と モー ガ ン=ウ ィ ッ ツは、 ゲ ル

ニ カ爆 撃 で 建 物 や 防 空 壕 に隠 れ た市 民 が 飛 行 機 の 投 下 した重 量 の あ る爆 弾 に

っ ぎっ ぎ と犠 牲 に な っ た様 子 を 検証 して い る。 山 の 上 に追 い詰 め られ た ソル
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ド隊のように空か ら狙われれば逃げ場はないという人民の恐怖が、「誰がた

めに鐘は鳴る』にも 「ゲルニカ」にも閉 じられた安全な空間の喪失として表

現されている。

ヘ ミングウェイは、スペイン戦争まで政治に興味を示さない作家とみなさ

れていた。 ピカソもまた30年 代 まで政治的な画家ではなかった。 そ して、

両者 ともスペイン戦争を機に政治的な芸術活動に手を染めることになる。 し

かしながら、両者ともに特定のイデオロギーへの強いこだわりはみられない。

ヘ ミングウェイもピカソも第一に戦争における人民の嘆きに反応 し、それを

表現 しようとしている。

スペイン戦争では、飛行機 という擬似的な神の視点を もったファシス トの

出現により戦争がもはや軍隊同士の対決ではなく非戦闘員を巻き込みすべて

を滅ぼし尽 くす可能性を持っ ことが明 らかになった。『誰がために鐘は鳴る』

も 「ゲルニカ」 も、政治的な表明が先立っ作品というよりも、人類が新たに

手に入れた悪魔の力に対する警鐘であり、無差別大量殺戮に対する恐怖と嘆

きを描 き出している。 トマス ・グール ド(ThomasGould)が 指摘す るよ

うに、ヘ ミングウェイはこれまでの 「削除 という方法ではなく、追加によっ

て」(241)こ の作品の書き直 しを進めていき、その過程でさまざまな死が

書 き加えられていった。その結果、 ジョーダンという一青年の英雄的行為の

賛歌であると同時に、「ゲルニカ」と同 じく、人間が人 間に対 してな しうる

これまでの戦争にはみられなかった規模の残虐 と恐怖と死の記録 としての作

品が完成 したのである。

『誰がために鐘は鳴る』 という氷山の水面下には、ゲルニカの惨事がある。

しか し、皮肉なことに、人類 は飛行機 という悪魔の道具による神の領域への

進出に恐れおののくと同時に、その魅力に眩惑 されてしまう。死の乗 り物飛

行機が神への近接を可能 にする力として時には賞賛 と羨望の対象にもなると

いう事実は、 この作品においてあますところなく提示 されているのである。
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註

1.伊 熊幹雄 　「スペイ ン戦争」(1998年)参 照。 この 犠牲者 の数 にっ いて は、 もっ

　　 と少な く見積 もる説 もある。 また、長 らくゲルニ カは前線か らはるか後方 に あ っ

　　たかの よ うに伝え られ ナチ ス ・ドイッの残虐性が強調 されて きたが、 ゴー ドン ・

　　 トマス(Gordon　 Thomas)と マ ックス ・モー ガ ン=ウ ィ ッッ　(Max　 Morgan-

　　Witts)の 「ゲル ニ カー ドキ ュメ ン ト.・ヒ トラーに魅入 られた 町』(The　 Day

　　Guernica　Died,1981)に よ ると、戦線 は前 日にゲ ルニ カか ら20マ イルの と こ

　　 ろに迫 り町 には退却 した軍隊が入 って お り、ゲルニ カ爆撃 は威嚇のみを 目的 に し

　　た もので はない。 しか しなが ら、共和国軍寄 りの メデ ィアの影a下 にあ った ヘ ミ

　　 ングウェイ もピカソも、無防備な都市 を威嚇のため奇襲 した ドイ ッ空軍 の残 虐 き

　　わ まりない行為 ととらえてい たと考え るのが妥当であ る。

2.　 ラウフ ァーは、古今東西 にわ たって、空を飛ぶ術を手に入れた者が王な どの権 力

　　者 によ って迫害 された り重罰 に処 され た りす る多 くの例をあげ、飛行力が、即 、

　　権力をお びやかす力 とみな されて いた ことを示唆 してい る。

3.ス テ ィーヴ ン・J・ロフグ レン(Stephen　 J.　Lofgren)「 第一次 大戦 に おけ る航

　　空戦 の実相 知 られ ざる4年 間が生んだ航空大革命」("Air　Power,"1996)参 照。

　　第一次大戦初期、偵察機 は高度2,400フ ィー ト(約730メ ー トル)以 下 を飛 ぶ

　　よ うに指導 されていた。それ より高度で あると地上が偵察 で きない と判 断 され た

　　か らだ。 しか し、 す ぐに これが誤 りで あることが判 明 した。 フランスのパ イ ロ ッ

　　 トは、 さ らに上空か ら道路上 のタールのに じみ まで見えた と報告 してい る(134-

　　35)0

4.「 ゲルニ カ」 に描かれた太陽 はさまざまに解釈 され るが、 例 えば、 本論 に近 い も

　　の と して荒井 は次 のよ うに分析す る。「『ゲルニカ」 の画面 には飛行 機 も爆弾 も描

　　かれてお らず、画面 の中で現代を思わせ る唯一の ものが、 この電 球であ る。 そ し

　　て電球 はいうまで もな く現代 の産業技術の産物であ るか ら、 ここでは ピカ ソは万

　　博の テーマを意識 して現代 のテ クノロジーとゲルニカの惨劇 との関連を暗示 した

　　のか も しれない。」(128)

5.1937年3月31日 、4機 の爆 撃機 と9機 の戦闘機 がバ スク地方 の ドゥランゴを爆

　　撃、258人 の死者 が出た。
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